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【１】（第５次）スマ転事業の追加の公募・要望調査が始まりました 
スマ転事業（※）では、土地利用型作物における直播栽培の導入や畑作物における機械化一貫体

系の導入などの 品目ごとの技術課題の解決のため、産地におけるスマート農業技術の導入とその

効果を高める栽培体系への転換の取組を支援し、その際に必要となる農業機械の導入費や関連経

費を支援します。 
今回追加の第５次公募・要望調査が始まりましたのでお知らせします。 
 
※ 令和７年度補正予算スマート農業・農業支援サービス事業導入総合サポート緊急対策のうち

スマート技術体系への包括的転換加速化総合対策事業／令和８年度当初予算スマート農業・農業

支援サービス事業導入総合サポート事業のうちスマート技術体系への包括的転換加速化総合対策

事業 
  
■主な支援内容（補助上限は①、②、③合計で 2.5 億円） 
 （詳細は下のＵＲＬから事業の詳細をご覧ください。） 
① 農業機械の購入又はリース導入に係る費用 
 補助率：１/２以内 
② ①に係る人材育成に要する研修受講費、データ通信・データ利用等に係る契約料、保険料など 
 補助率：定額（上限 1,500 万円） 
③ ①で導入した機械の利用効率を高める栽培体系への転換に必要な経費（畔取り、畦の緩傾斜化、

改植など） 



 補助率：１/２以内 
 
■応募の締切日・提出先 
地域型（県域内で事業を実施する場合）：令和８年８月 21 日（金） 
 ※農政局の締切です。提出先となる県や地域農業再生協議会の締切はこれより前になりますの

で、お住まいの地域にてご確認ください。 
広域型（県域をまたいで事業を実施する場合）：令和８年８月 17 日（月） 
 ※農政局に直接提出。 
  
申請される内容によって応募書類の提出先、締切が異なりますのでご注意ください。 
 
▼事業の詳細についてはこちら 
 https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/sumaten.html 
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【１】＜IPCSA＞IPCSA 主催のオンラインセミナーが開催されます！ 
今回は「きゅうりトマトなすび・JA 全農いしかわに学ぶ！生成 AI で”データ駆動の現場”をつく

る ― 導入から定着までのロードマップ ―」となります。 
  
東京大学発 AI スタートアップの株式会社きゅうりトマトなすびを講師に招き、農業分野における

生成 AI の取り組みと、現場実装のポイントをご紹介します。産地の最大の強みである「現場のデ

ータ」「現場のノウハウ」を活かし、生成 AI と融合していくことで「未来型産地」の実現を目指

しています。 
株式会社きゅうりトマトなすびが提供する営農記録 AI 「ノウレコ」を実際に活用している全農

いしかわの担当者にも登壇いただきます。 
全農いしかわ種苗センターでは、昨年度から栽培未経験の立場でトマト農場の運営を開始しまし

た。生成 AI を活用し、日々の営農記録の省力化やアドバイザーへの情報共有に活用している様

子を、導入の背景から運用の工夫、定着まで含めて具体的にお届けします。 
また、生成 AI の活用可能性だけでなく、導入方法・現場での使いどころ・継続利用のコツ、そし

て実際の利用者の声を通じて、野菜・花きの現場でも再現できるヒントを幅広くご紹介するセミ

ナーです。 
 
■セミナーの概要 
・テ  ー  マ：「きゅうりトマトなすび・JA 全農いしかわに学ぶ！生成 AI で”データ駆動の現場”
をつくる ― 導入から定着までのロードマップ ―」 
・日  程：2026 年７月 31 日(金)13:00-14:00 
・開催方法：オンライン 



 
▼セミナーの詳細、及び参加申込みはこちら 
 https://ipcsa.naro.go.jp/event/learning/training/2026/07/234831.html 
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【１】スマート農業技術活用促進法に基づく生産方式革新実施計画の申請を受け付けています 
生産方式革新実施計画は、スマート農業技術活用促進法に基づき、生産方式革新事業活動を行お

うとする農業者等（農業者又はその組織する団体）を対象とした、スマート農業技術の活用と農

産物の新たな生産の方式の導入をセットで相当規模で行い、農業の生産性を相当程度向上させる

事業活動についての計画です。この計画の認定を受けた場合、金融、税制、補助事業の優先採択

（採択時のポイント加算）等の支援措置を受けることができます。 
  
会員の皆様におかれましては、各種資料をご確認いただき、計画申請についてご検討いただけま

したら幸いです。また、皆様のお知り合いの農業者や農業団体、メーカーやスタートアップ、試

験研究機関等にも是非、本計画認定制度についてご案内ください。 
 
▼詳細はこちら 
①スマート農業技術活用促進法について 
 https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/houritsu.html 
②生産方式革新実施計画の申請・認定に関する情報 
 https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/houritsu/241001.html 
③生産方式革新実施計画の概要（認定を受けるメリット等）（令和８年７月東海版パンフレット） 
 https://www.maff.go.jp/tokai/seisan/kankyo/tech/attach/pdf/index-136.pdf 
④現在の認定状況 
 https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/houritsu/seisan_ninntei_jyoukyou.html 
 
【２】本メルマガにて情報発信しませんか？皆様からの情報提供をお待ちしております 
スマート農業関係の補助金等の施策情報、製品情報、農業支援サービスに関する情報、研究情報

のほか、各種イベント情報など、本メルマガに掲載し、発信したい情報はありませんか？ 
是非お気軽にご相談ください。 
  
【３】会員情報の変更等について 
自治体や企業等の会員の方で、人事異動等により登録した会員情報（担当者名やメールアドレス

等）に変更がある場合は事務局までご連絡願います。 
  
 



///////////////////////////////////////////// 
東海農政局ウェブサイト（スマート農業のページ） 
https://www.maff.go.jp/tokai/seisan/kankyo/tech/index.html 
  
[ お問合せ先 ] 
東海地域スマート農業推進ネットワーク事務局 
東海農政局生産部環境・技術課 
TEL： 052－746-1313 （平日 9:30～17:15） 
東海＿スマート農業<smart_tokai@maff.go.jp> 
////////////////////////////////////////////// 
※ネットワークからの退会を希望する方は本メールに返信にてその旨ご連絡願います。その際、

退会の理由を添えていただけますとありがたいです。 
※配信エラーが続いたメールアドレスについては配信を停止します。引き続き受信をご希望の場

合は、設定のご確認をお願いいたします。 


